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地球温暖化のある制御過程について  

小田中敏男  

皿。はしがき   

森田等は10年当りの許容気温上昇を0．2℃以  

内とした場合、経済先進国の二酸化炭素の排出  

許容限界域を示し、このような限界域を「安全  

排出コリダー」と呼び、このコリダーの中で、  

或る適当な経路を求めるべきだ、というのが生  

態学的な持続可能性の意味するところであると  

した。 l）  

又No畑l乱旭はⅢモデ叫勒n弧ic輌  

moddorCl血細£弧d也e駄omy）を詳細に解析  

した。 カ   

小田中等は先に安全排出コリダーの基礎とな  

るある制御過程を議論した。3）ここではより  

現実的な複雑な制御過程について考察する。  
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とする。ク1（d，融C），クz（c）は次図に示すよう  

な初期確率関数である。  
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2。定式化   

時点tにおける大気中の二酸化炭素の量を  

Ⅴ（t）とする。t＝k，k＋1，‥．，N－1これが  

状態変数であり、V（k）＝Cとする。制御変  

数は時点tにおいて排出される二酸化炭素の量  

をⅤ（t）とし、レ（りl≦Aとする。時点tにお  

ける確率変数をS（t）とすると状態方程式は  

3。最適政策（且）  
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ここにwヒC＋Ⅴで、之等の式より政策（Ⅴ（k））  

と関数（ム（C））は決定される。   

動的政策は  
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となる。   

有限時限又は無限時限におけるある確率関数  

を最小にすることを考えよう。Pを確率として  

J＝P（恕Ⅴ（り≧α）or悪Ⅴ（∫）≦β） ）  

とする。制約条件はtv（舶克としよう。このJ  

を最小にするⅤ（t）を求めよう。  

minJ＝引C）とし、  
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となる。ここに百たは次の方程式の単一解である。  
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4．最適政策（11） 一般的（s，S）政策   
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と置く。   

次の制約条件をⅤに置くとする。d（Ⅴ）は  

uの管理費用関数で〝（V）はある確率関数とする。  
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その時次の関数方程式が成立するとする。  
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ここに㊥は代数和又は代数積である。  

この時  

C＜∫   
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Wた（C）三  （9）  

が成立する。  
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